
1989年 出上の木簡

奈
良
・
平
城
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
法
華
寺
町

。
二
条
大
路
南

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
東
二
坊
二
条
大
路
　
一
九
八
九
年

（平
１
）
四
月
ｉ
五
月

・

七
月
を
九
月
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
　
一
九
八
九
年
三

月
―
五
月

。
一
九
九
〇
年

一
月
を
三
月
、
左
京
三
条
二
坊

八
坪
　
一
九
八
九
年
二
月
ぞ
六
月
、
左
京
二
条
二
坊
五
坪

一
九
八
九
年
九
月
―

一
〇
月
、
左
京
三
条
二
坊

一
坪
　
一

九
八
八
年

一
一
月
ぞ

一
九
八
九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
革早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

平
城
京
跡
の
調
査
で
は
、　
一
九
八
八
年
（昭
６３
）
八
月
ｉ
九
月
の

「長
屋
王
家

木
簡
」
の
発
見
以
降
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
や
二
条
大
路
上
の
東
西
溝
な
ど

か
ら
大
量
の
木
簡
の
発
見
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
発
掘
面
積
が
広
い
た

め
、
調
査
が
荻
次
に
わ
た
り
、
年
度
を
越
え
た
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
原

則
と
し
て
対
象
を

一
九
八
九
年
度
の
調
査
に
限
定
し
て
遺
構
ご
と
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
、
そ
の
上
で
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
得
ら
れ
た
成
果
を
概
括
す
る
こ
と

に
し
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
報
告
す
る
木
簡
は
、
関
係
文
献
等
で
既
に
公
表
さ
れ
て
い
る

も
の
か
ら
、
木
簡
群
の
性
格
を
特
徴
づ
け
る
も
の
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ
る
。

「長
屋
王
家
木
筒
」

コ
一条
大
路
木
簡
」
の
他
の
多
く
の
木
簡
の
釈
文
、　
及
び

遺
構
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
関
係
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　
東
二
坊
二
条
大
路
の
調
査

（第
一
九
八
次
調
査
Ｂ
区
・
第
二
〇
〇
次
補
足
調
査
。
第
二
〇
四
次
調
査
）

本
調
査
は
デ
パ
ー
ト
建
設
に
先
立
つ
も
の
で
、
今
年
度
は
左
京
三
条
二
坊

一

・
二

・
七

・
八
坪
か
ら
そ
の
北
の
東
二
坊
二
条
大
路
、
さ
ら
に
東
院
南
方
遺
跡

の
一
郭
の
二
条
二
坊
五
坪

へ
と
そ
の
範
囲
を
拡
げ
た
。
昨
年
度
の
調
査
（第
一
九

二
次
調
査
Ｂ
区
・
第
一
九
七
次
調
査
。
第
二
〇
〇
次
調
査
）
で
、
八
坪
の
北
側
の
二
条

大
路
南
端
の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

（従
来
ｓ
Ｄ
〓
ハ
○
と
仮
称
し
て
き
た
も
の
）

か
ら
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
、
そ
の
一
部
は
既
に
前
号
で
報
告
し
た
。

Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
は
八
坪
の
北
側
に
沿

っ
て
、
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四

六
九
九

（従
来
ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
二
と
仮
称
し
て
き
た
も
の
）
の
西

一
。
一
一
ｍ
の
と
こ
ろ
か

ら
旧
長
屋
王
邸
の
北
門
の
前

（
一
坪
と
八
坪
の
境
）
ま
で
続
く
、
幅
二

・
六
ｍ
、

深
さ
○

。
九
ｍ
、
長
さ
約

一
二
〇
ｍ
の
溝
状
の
上
坑
で
あ
る
。
堆
積
は
四
層
に

分
か
れ
、
木
簡
は
上
か
ら
三
層
め
の
木
居
層
を
中
心
に
下
三
層
か
ら
出
上
し
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
工
事
用
プ
レ
ハ
ブ
直
下
で
発
掘
不
可
能
だ
っ
た
部
分
を
調

査
し
た
（第
二
〇
〇
次
補
足
調
査
）。
こ
れ
に
よ
り
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
は
、
市
道
の
下



で
発
掘
不
可
能
な
部
分
を
除
き
ほ
ぼ
完
掘
し
た
こ
と
に
な
る
。
出
土
点
数
は
、

後
述
の
Ｓ
Ｄ
五
三
Ｏ
Ｏ
に
比
べ
て
削
盾
が
多
く
は
な
い
も
の
の
一
万
五
千
点
に

は
達
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
の
示
す
年
紀
は
、
天
平
三
年
か
ら

一
一
年
で
、
中
で
も
天
平
七
、
八
年

が
特
に
多
い
。
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
か
ら
は
天
平

一
二
年
の
日
付
の
墨
書
の
あ
る
土

器
が
伴
出
し
て
い
る
の
で
、
恭
仁
遷
都
の
前
後
に
埋
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

一
方
、
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
と
は
別
に
、
今
年
度
新
た
に
二
条
大
路
の
北
端
、
Ｓ

Ｄ
五

一
〇
〇
と
対
称
の
位
置
に
も
同
様
の
東
西
濤
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
を
検
出
し
、

大
量
の
木
簡
を
取
り
上
げ
た
（第
一
九
八
次
調
査
Ｂ
区
・
第
二
〇
四
次
調
査
）。
Ｓ
Ｄ

五
三
Ｏ
Ｏ
も
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
の
す
ぐ
西
か
ら
始
ま
る
が
、
一
一条
二
坊
五
坪
南
面

中
央
に
開
く
門
の
手
前
で
い
っ
た
ん
途
切
れ
る
。
幅
二
ぞ
二

。
三
ｍ
、
深
さ

一

を

一
・
三
ｍ
、
総
延
長
は
約
五
六
ｍ
で
あ
る
。
門
の
西
側
か
ら
始
ま
る
東
西
溝

Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
は
そ
の
東
端
約
六
ｍ
を
確
認
し
た
に
留
ま
る
が
、
近
鉄
線
の
線

路
下

へ
続
き
、
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
と
対
象
の
位
置
ま
で
延
び
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
は
完
掘
し
、
第
二
〇
四
次
調
査
で
出
土
し
た
分
は
約

一
万
四
千

点
に
の
ぼ
り
、
第

一
九
八
次
調
査
Ｂ
区
で
出
上
し
た
も
の
と
合
わ
せ
て
、
Ｓ
Ｄ

五
三
〇
〇
全
体
で
は
二
万
五
千
点
を
上
回
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
木
衝
の
年
紀
は
、

神
亀
五
年

（
一
点
の
み
。
次
に
古
い
の

は
天
平
三
年
）
か
ら
天
平
八
年
に
わ
た
り
、
中
で
も
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
と
同
様
に
天

平
七
、
八
年
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。

Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

。
五
三
〇
〇

・
五
三

一
〇
の
三
条
の
溝
か
ら
出
土
し
た
木
簡

は
年
代
の
み
な
ら
ず
内
容
的
に
も
関
連
が
あ
り
、
遺
構
と
し
て
の
性
格
も
共
通

な
の
で
、
出
上
し
た
木
簡
を
合
わ
せ
て

「
二
条
大
路
木
衝
」
と
仮
称
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
条
の
濤
の
遺
物
に
は
、
木
筒
以
外
の
も
の
に
も
顕
著
な
も
の
が
多
い
。

Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
西
端
か
ら
は
、
躍
動
す
る
馬
の
姿
を
描
い
た
日
本
最
古
の
絵
馬
、

流
れ
落
ち
る
滝
を
背
景
に
中
国
風
の
楼
閥
を
描
い
た

「楼
閣
山
水
図
」
な
ど
が

出
土
し
特
に
注
目
さ
れ
る
。
墨
書
土
器
も
大
量
に
出
上
し
て
お
り
、
主
要
な
も

の
に
、　
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
の

「兵
」
「中
衛
府
厨
／
右
兵
衛

（重
ね
書
き
こ

「中
衛

厨
」
「薬
院
」
「小
子
」
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
の

「兵
部
卿
宅
／
□
口
」
「丘
企

「左
兵
衛
府
」

「右
兵
衛
」
な
ど
、

Ｓ
Ｄ
五
三

一
〇
の

「兵
」
な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
の
北
側
を
平
行
し
て
流
れ
る
二
条
大
路
北
側
溝
ｓ
Ｄ

五
二
四
〇
か
ら
も
三
九
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

一
一　
東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
の
調
査

（第
一
九
八
次
調
査
Ａ
区
。
Ｂ
区
・
Ｃ
区
、
第
二
〇
二
十
一
三
次
調
査
）

東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
０
一条
大
路
北
側
濤
Ｓ
Ｄ
五
二
四
〇
以
南
の
、
従
来
ｓ
Ｄ
Ｏ

Ｏ
二
と
仮
称
し
て
き
た
部
分
が
ｓ
Ｄ
四
六
九
九
、
Ｓ
Ｄ
五
二
四
〇
よ
り
北
が
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
）
の
調
査
は
、　
こ
れ
ま
で
デ
パ
ー
ト
建
設
に
先
立
つ
第

一
七
八
次
調
査
と
第

一
九
二
次
調
査
Ａ
区

・
Ｂ
区
で
約

一
七
〇
ｍ
を
発
掘
し
た

（出
土
木
簡
点
数
四
六

一
点
）
が
、　
引
き
続
い
て
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
を
第

一
九
八
次
調
査
Ａ
区

・
Ｂ
区
で

約
二
〇
ｍ
、
同
ｃ
区
で
約

一
〇
ｍ
、
ま
た
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
を
駐
車
場
用
地
の
調

査
で
あ
る
第
二
〇
二
十

一
三
次
調
査
で
約
三
〇
ｍ
発
掘
し
、
調
査
総
延
長
は
計
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約
二
三
〇
ｍ
に
及
ぶ
。
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
は
、
幅
約
二

・
五
ｍ
、
深
さ
○

・
九
ぞ

一
・
一
ｍ
で
、
当
初
や
や
幅
狭
く
掘
削
さ
れ
た
（最
下
層
）
も
の
が

一
旦
埋
ま
り
、

そ
の
後
幅
を
広
げ
た
後
に
さ
ら
に
二
時
期
の
流
れ
が
あ
る

（下
層
。
上
層
）。

出
土
点
数
は
、
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
が
五
〇
点
、
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
が

一
六
〇
点
を

数
え
る
。
年
紀
は
ｓ
Ｄ
四
六
九
九
に
つ
い
て
は
和
銅
八
年
ｉ
天
平
元
年
と
す
る

従
来
の
知
見
の
範
囲
に
ほ
ぼ
収
ま
る
が
、
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
か
ら
は
Ｓ
Ｄ
四
六
九

九
に
は
見
ら
れ
な
い
天
平

一
九
年
の
も
の
が
二
点
出
上
し
て
い
る
。
た
だ
、
Ｓ

Ｄ
五
〇
二

一
内
の
層
位
ご
と
の
顕
著
な
年
代
の
差
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
Ｓ

Ｄ
四
六
九
九
か
ら
も
墨
書
土
器
が
ま
と
ま
っ
て
見
つ
か
っ
て
お
り
、

「左
兵
衛

府
」

「中
衛
府
」
な
ど
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇

・
五
三
〇
〇
出
上
の
墨
書
土
器
と
内
容

的
に
重
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

〓
一　
左
京
三
条
二
坊
八
坪
の
調
査

（第
一
九
二
次
調
査
Ｆ
区
）

一
九
八
八
年
度
に
デ

′く
―
卜
建
設
に
関
連
し
て
実
施
し
た
第

一
九
三
次
調
査

Ｅ
区
の
補
足
の
た
め
の
調
査
で
、

「長
屋
王
家
木
簡
」

と
仮
称
し
て
い
る
大
量

の
木
街
の
捨
て
ら
れ
て
い
た
南
北
溝
ｓ
Ｄ
四
七
五
〇

（従
来
Ｓ
Ｄ
〇
一
四
と
仮
称

し
て
き
た
も
の
）
の
完
掘
を
目
的
と
し
た
調
査
で
あ
る
。
検
出
し
た
遺
構
は
、
建

物

一
棟
、

溝
二
条
、
井
戸

一
基
、　
土
坑
四
基
な
ど
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
に

よ
り
、
Ｓ
Ｄ
四
七
五
〇
の
北
端
を
検
出
し
、
そ
の
全
長
が
二
七

・
三
ｍ
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
約
七
五
〇
点
の
木
筒
の
出
上
を
み
た
。
Ｓ
Ｄ
四

七
五
〇
全
体
で
は
、
当
初
の
予
想
を
上
回
り
約
四
万
点
に
達
す
る
見
込
み
で
あ

玄Ｏ
。

四
　
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
調
査

（第
二
〇
二
十
九
次
調
査
）

第

一
九
八
次
調
査
Ｂ
区
や
第
二
〇
四
次
調
査
を
行

っ
た
東
院
南
方
遺
跡
の
一

郭
の
左
京
二
条
二
坊
五
坪
の
北
端
に
位
置
す
る
調
査
区
で
あ
る
。
立
地
を
反
映

し
て
小
面
積
の
調
査
の
割
に
遺
構
の
密
度
は
高
く
、
検
出
し
た
遺
構
は
建
物
三

棟
、
塀
三
条
、
溝
四
条
、
井
戸

一
基
、
土
坑
三
基
な
ど
で
、
四
期
に
わ
た
る
時

期
変
遷
が
あ
る
。
木
簡
は
、
調
査
区
の
北
壁
に
近
い
土
坑
状
の
穴
Ｓ
Ｘ
五
四
七

三
、
及
び
そ
の
三
ｍ
西
で
検
出
し
た
Ｓ
ｘ
五
四
七
二
か
ら
、
各

一
点
出
上
し
た
。

後
者
は
建
築
部
材
の
破
片
に
墨
書
し
た
も
の
で
あ
る
。

五
　
左
一昼
二
条
二
坊

一
坪
の
調
査

（第
一
九
五
次
調
査
。
第
一
九
七
次
調
査
）

こ
の
地
域
の
木
簡
出
土
に
つ
い
て
は
前
号
で
も
触
れ
た
が
、　
一
九
八
九
年
出

土
の
一
九
点
か
ら
主
な
も
の
を
報
告
す
る
。
内
訳
は
、
土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
七
四

（従
来
の
Ｓ
Ｋ
三
全
σ
が

一
二
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五
〇
七
五

（同
Ｓ
Ｅ
一
四
八
）
が

五
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五

一
二
五

（同
Ｓ
Ｅ
〓
一一０

が

一
点
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五

一
四
〇

（同
Ｓ
Ｅ
〓
≡
σ

が

一
点
で
あ
る
。
な
お
、
井
戸
Ｓ
Ｅ
五

一
四
〇
及
び

一
坪
の

遺
物
包
含
層
か
ら
は
、
「官
厨
」
の
墨
書
の
あ
る
土
器
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
東
二
坊
二
条
大
路

東
西
濤
Ｓ
Ｄ
五
一
〇
〇
（旧
Ｓ
Ｄ
一
六
〇
）

ω
　
。
「内

膳
司
解
　
申
請
荷
持
丁
事

一
一息

紺
廿
繭

合
井
荷

」

。
「
右
為
今
月
十
六
日
御
幸
行
供
奉
料
件
荷
持
右
如
　
　
」

〕
Φ
Φ
×
卜
∞
×
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月
六
日

取
野

水一
歎
離
上
　
右

鴇
憫
潮
馴
削

」

。
「

礫
本
三
宅
進
上
水
葱
種
事

合
井
四
束

直
銭
六
十
八
文

　

ｏ
」

。
「
一
束
別
銭
二
文
充
請

天
平
八
年
五
月
十
四
日
依
羅
真
万
呂
ｏ
」

。
「
西
市
進
上
　
真
木
灰
壱
斜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「

嬬

戦

離

杜

態

木

灰

天

平

八
年

七

胡

十

九

日

状

原

廣

津

」

中∞ω
×
∞∞
Ｘ
い
　
〇
ドド

一
「

園

池

司

　

佑

出

雲

疎

凍

進

蜘

駅

酬

靱

把

　
」

。
「
　
天
平
八
年
七
月
十
四
日
付
奄
智
造
縄
床
呂
」∞

∞
Φ
Ｘ

卜
ω
×

卜

　

Φ
μ
ド

（両
面
に
習
書
あ
り
）

∞ω
Φ
Ｘ
（い
μ）
×
い
〇
　
〇
∞
滓

卜
μ
伽
×

い
〇
×

ω
　

Ｏ
μ
Ｐ

∞
〇
∞
Ｘ

∞
〕
×

卜

　

Ｏ
μ
ド



・
「
　
　
　
　
　
　
　
大
石
毛
野
　
志
貴
子
老
　
　
伯
祢
大
魚

直
資
人
十

一
人
　
田
部
諸
看
　
荒

日
公
万
呂
　
秦
真
薦

　̈
　
　
　
　
　
大

乙
万
呂
　
屋
形
諸
魚
　
　
佐
伯
古
万
呂

一
一宿
争
庁

二
人
　
嚇
攀
孵
稗
　
天
平
八
年
器
月
三
日 ．
田
部
許

公

゛
「
膳

所

宿

直

　
↑

一
一
人

　
撤

秒

軽
節

昌

　

　

　

　

」

「
　
　
　
　
　
岡
屋
臣
足

・
直
資
人
一
人
、
、
、
、
　
天
平
八
年
六
月
十

一
日
」

ω
ф
Φ
×

ヽ
ヽ
×

中
　
０
一
μ

。
「

御

厩

宿

自

敲

剤

家

・離

昌

奴

東

大

　

　

ｏ
」

。
「直

文
部
廣
国

天
平
八
年
六
月
十
二
日
６
」

や３
溢
費
φ
Ｏ苫

169

土
師
石
前
八
合
　
阿
刀
真
公
八
合
　
日
下
部
海
子
八
合

土
師
鳴
村
八
合
　
家
令

一
升
四
合
　
豊
国
廣
虫
八
合

田
辺
僧
万
呂
八
合

忍
坂
乙
万
呂
八
合

丸
部
武
蔵

一
升

尋
津
福
万
呂
八
合

赤
染
秋
足
八
□
　
佐
味
梶
取
六
合

〔合
〕

天
平
八
年
五
月
十
一
日
　
苅
田
孔
足
　
　
『□
□
』

」
０
」「宿

直

六
人
部
諸
人
　
婢
客
屋
女

」

一
「

二
関

雛
榊

皇
后
宮

増
　
妙
榊
田

。
「
合

一
十
二
人
依
数
入
奉
国

阿
刀
飯
主
六
合

動潮痢馳敬鈴ｏ」
Ｏ
」

①
　
。
「

十

一
日
不
食
米

一
斗

一
升
六
合

。
「

佐
本
乙
万
呂

狛
安
徳
　
　
ｏ

“
一
ド
Ｘ
ド
い
．×
ф
　
Ｏ
ド
ド

ω
Φ
】
Ｘ
（
中
〇
）
Ｘ
ド
　
〇
∞
ド

画
師

ｘ

参
河
ｘ
　
　
　
　
　
・

（
ド
Φ
ド
）
Ｘ
や
ヽ
×
や
　
一
ド
岸

∞
⇔
０
×
∞
Ｏ
Ｘ
⇔
　
一
μ
癖
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16611701

三
石

一
斗
□

一
石
四
升

。
「

人
員
三
百
二
人

炉
執
教
人

別
産
朝

升
五
合
　
動

一三
柄
嘘
料
　
拾
飯
四
石
七
斗
　
　
　
」

。
「竪
子
所
三
人
　
　
左
衛
士
井
九
人
　
丈
部
二
人

木
工
寮
七
人
　
　
右
汁
九
人
　
　
　
領
八
人

造
官
八
十
三
人
　
衛
門
十

一
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「右

京
七
条
二
坊
戸
主
勲
十
二
等
台
忌
寸
千
嶋
之
戸
日
千
人

年
十
六

」

・
「

右
人
所
経
依
畳
子
放
依
状
注
坊
令
等
宣
令
知
　
厭
昨
十
月
十
　
　
　

」

。
「
　
　
　
　
　
古
斐
汁
七
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
　
。
「
＜
鷹
所

頗
螂
酔
賀
万
呂

講
聯
嵯

麻
呂
」

出
挙
銭
数
　
美
濃
麻
呂
七
文

若
佐
五
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「
＜
雲
国
足

丼
五
人
　
　
　
　
　
　
　
」

。
「船
五
文

沙
美
五
文
　
　
　
　
　
　
天
平
五
年
二
月
九
日

「
　
　
　
　
饗

一未
一　
受
古
智
床
呂

，
魚
麻
呂
四
文
　
合
六

・
十
三
救

　
　
　
　
　
　

Ｐμ
溢
受
卜
冨

　
　
　
　
⑬
　
　
西
坊
　
充
玉
需
三
条

七
脳

十
四
日

」

。
「
　
油
二
升

一
合
　
大
殿
常
踏
料
　
割
剛
雁
合
　

油
八
合

ｏ
油
七
合
　
　
　
文
基
息
所
燈
料
　
日

一
合
　
油
六
合

油

一
升
四
合
　
天
子
大
坐
所
燈
料
　
　
　
　
油
四
合

合
六
升

山

。
「

ｏ

『
此
物
能
量
者
患
道
者
吾
成
粥
公
莫
憑
必
退
涸
陽
道
』

七
月
内

膳
所
料
　
一一百
料

内
坐
所
物
備
給
燈
料

召
女
竪
息
所
燈
料

（天
地
逆
）

∞
∞
Φ
×

∞
枷
×

ω
　

Ｏ
ド
μ
＊

∞
Φ
や
×

枷
Φ
Ｘ

⇔

　

Ｏ
μ
ド

〕
Φ
］
×

∞
］
×

卜
　

〇
∞
〕

μ
∞
⇔
×

∞
卜
×

∞
　

〇
リ
ド

∞
Φ
Ｏ
Ｘ

い
０
×

μ
∞
　

〇
⇔
Ｐ



①
　
。
「
＜
近
江
国
坂
田
郡
上
坂
郷
戸
主
藪
」

。
「
＜
　
田
虫
麻
昌
戸
庸
六
斗
　
　
　
」
　

　

　

岸卜賀
ド父
∞
ｏ調

⑫

　

「
＜
石
見
国
那
賀
郡
右
大
殿
御
物
海
藻

一
籠
□
□
連
天
平
＝

＝
七
年
六
月
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞受
卜冥
⇔
霞
ｘ

④
　
・
書
吏
六
人
部
連

二
日

Ｈ

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μヽ
卜）×
（μΦ）×
∞
Φ∞ド

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
一
〇

⑭
　
。
「
岡
本
宅
　
上
進
青
角
豆
十
把
　
　
　
　
」

。
「
　
天
平
八
年
七
月
十
日
田
辺
久
世
万
呂
」

］枷受
∞賀
９
冨

キ

ニ
条
大
路
北
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
二
四
〇〔阿

〕

⑪
　
。
「
＜
淡
路
国
津
名
郡
□
餅
郷
人
夫
」

。
「
＜
海
部
荒
海
調
三
斗
　
　
　
　
」
　

　

　

（億
ド
ト受
⇔
ｏ鰯

「
二
条
大
路
木
簡
」
の
特
徴
と
し
て
は
、
ま
ず
第

一
に

「長
屋
王
家
木
筒
」

に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
質

・
量
の
豊
か
さ
、
第
二
に
二
条
大
路
上
と
い
う
か
つ

て
例
を
み
な
い
遺
構
か
ら
出
土
し
た
と
い
う
点
、
第
三
に
木
衝
の
内
容
が
、
出

土
場
所
に
よ
り
か
な
り
顕
著
な
偏
り
を
み
せ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

「長
屋
王
家
木
簡
」
と
比
べ
る
と
、
個
人
の
家
政
機
関
内
部
の
木
簡
群
を
含
み

な
が
ら
、
よ
り
公
的
な
色
彩
が
強
く
、
平
城
官
出
上
の
木
簡
に
近
い
。
内
容
的

に
も
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
で
お
り
、
遺
構
の
性
格
か
ら
も
単
純
に
は

一
括

遺
物
と
し
て
は
扱
え
ず
、
そ
の
使
用
場
所
の
特
定
に
は
今
後
さ
ら
に
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
る
と
、
コ
一条
大
路
木
簡
」
に
は
大
き
く
二
種
類
の

木
簡
群
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
た
。　
一
つ
は
、
Ｓ
Ｄ
五

三
〇
〇
西
端
や
こ
れ
に
向
か
い
合
う
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
中
央
部
分
な
ど
に
顕
著
に

み
ら
れ
る
も
の
で
、
個
人
の
家
政
機
関
、
具
体
的
に
言
え
ば
当
時
の
兵
部
卿
藤

原
床
呂
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
根
拠
は
⑩
木
簡

で
あ
る

（詳
細
は
後
掲
の
憫
係
文
献
家
照
）。
宿
直
木
簡

（⑩
・
ω
、
⑩
を
⑪
）
や
食

料
支
給
木
簡

（い
。
⑭
・
∽
）
も
同
じ
家
政
機
関
内
の
木
簡
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は

そ
の
出
上
位
置
か
ら
み
て
二
条
大
路
の
北
側
の
左
京
二
条
二
坊
五
坪
か
ら
投
棄

さ
れ
た
可
能
性
が
強
く
、
東
院
南
方
遺
跡
の
一
郭
に
藤
原
床
呂
邸
を
想
定
す
る

根
拠
と
な

っ
て
い
る
。
た
だ
、
個
人
の
家
政
機
関
の
木
筒
と
い
っ
て
も
、
聖
武

の
吉
野
行
幸
に
関
わ
る

（後
述
）
な
ど
、
「長
屋
王
家
木
簡
」
に
比
べ
る
と
や
や

複
雑
な
要
素
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
西
端
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
多
量
の
荷
札

木
簡
を
含
む

一
群
で
、
参
河
国
幡
豆
郡
の
も
の
を
始
め
と
す
る
大
量
の
贄
の
荷

札
を
含
む
こ
と
を
大
き
な
特
徴
と
す
る
。
同
じ
地
区
か
ら
は
大
命
と
記
す
も
の

や
大
膳
職
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
木
簡

Ω
剛
号
０
）、
東
大
寺
の
前
身
の
金
鐘
山

一房
か
ら
の
解

（前
号
⑤
）
な
ど
も
出
土
し
て
お
り
、
聖
武
天
皇
や
光
甥
皇
后
と
の
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関
わ
り
の
深
い
木
簡
群
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

第
二
の
木
筒
群
は
、
そ
の
出
土
位
置
か
ら
考
え
て
、
南
側
の
三
条
二
坊
八
坪

か
ら
投
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
旧
長
屋
王
邸
の
跡
地
利
用
を
考
え
る
上
で
の

重
要
な
材
料
と
な
る
可
能
性
が
強
い
。

と
こ
ろ
で
、
第
二
の
木
簡
群
と
同
じ
Ｓ
Ｄ
五

一
〇
〇
の
西
端
、
及
び
同
じ
濤

の
東
端
、
さ
ら
に
長
屋
王
邸
の
東
側
の
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九

か
ら
は
、
前
述
の
よ
う
に
中
衛
府
や
左
右
兵
衛
府
に
関
わ
る
墨
書
土
器
が
ま
と

ま
っ
て
み
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衛
府
関
係
の
墨
書
土
器
は
、
あ
た
か
も

旧
長
屋
王
邸
を
囲
む
よ
う
な
形
で
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は

「
二
条
大
路

木
簡
」
と
伴
出
し
て
い
る
わ
け
で
、
長
屋
王
の
変
の
時
に
邸
を
取
り
囲
ん
だ
軍

隊
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
長
屋
王
邸
跡
地
に
設
け
ら
れ
た
何
ら
か
の
施
設
を

衛
府
が
警
備
し
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
前
号
の
⑥
や
、
①
の
よ
う
な

門
の
警
備
の
木
簡
ょ
、
旧
長
屋
王
邸
の
警
備
に
関
わ
る
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
旧
長
屋
王
邸
は
、
大
量
の
賣
を
消
費
し
、
衛
府
の

軍
隊
が
警
備
す
る
よ
う
な
何
ら
か
の
施
設
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
、
と
い

う
状
況
が
窺
え
る
。
た
だ
、
そ
の
性
格
を
特
定
す
る
よ
う
な
史
料
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
第

一
の
木
簡
群
と
第
二
の
木
簡
群
の
関
係
で
あ

る
。
前
者
が
二
条
大
路
の
北
側
の
二
条
二
坊
五
坪
、
後
者
が
南
側
の
三
条
二
坊

八
坪
に
由
来
す
る
と
考
え
た
場
合
、
両
者
が
全
く
無
関
係
に
捨
て
ら
れ
た
と
は

考
え
に
く
く
、
南
側
に
設
け
ら
れ
た
施
設
に
兵
部
卿
藤
原
床
呂
が
何
ら
か
の
関

わ
り
を
持

っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
コ
一条
大
路
木
簡
」
に
含
ま
れ
る
個
人
の
家

政
機
関
の
木
筒
に
外
部
と
の
交
渉
を
示
す
も
の
が
多
く
含
ま
れ
る
の
は
、
こ
れ

ら
が
床
呂
の
公
務
遂
行

（強
い
て
言
え
ば
三
条
二
坊
八
坪
に
関
わ
る
）
に
そ
の
家
政

機
関
が
関
与
し
た
た
め
に
残
っ
た
木
簡
群
で
あ
る
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

以
上
、
推
測
に
わ
た
っ
た
面
も
あ
る
が
、　
コ
一条
大
路
木
簡
」
は
、　
長
屋
王

没
後
の
こ
の
周
辺
地
域
、
東
院
南
方
遺
跡
を
含
む
平
城
官
東
南
の
重
要
地
帯
の

天
平
初
期
の
あ
り
方
を
如
実
に
写
す
史
料
と
し
て
、
こ
の
地
域
を

一
体
と
し
て

捉
え
る
必
要
性
を
提
起
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

次
に
、
木
簡
を
内
容
別
に
概
観
す
る
と
、
文
書
木
簡
に
は
、
④
ｉ
Ｏ
、
②
を

④
、
⑭
の
よ
う
な
進
上
状
が
特
に
多
い
。
こ
れ
ら
の
進
上
状
は
出
土
位
置
か
ら

い
え
ば
、
藤
原
麻
呂
の
家
政
機
関
に
関
わ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
⑥
①
は

離
れ
た
位
置
か
ら
出
上
し
て
お
り
、
第
二
の
木
簡
群
に
属
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、
岡
本
宅
の
木
簡

（⑩
）
に
署
す
六
人
部
諸
人
は
、
宿
直
木
衝
に
も
み
え

（⑫
）、
行
幸
用
度
の
調
達
に
も
関
わ

っ
て
い
る
（⑩
）。

①

・
⑬

・
的
に
み
え
る

こ
の
行
幸
は
、
⑬
な
ど
か
ら

『続
日
本
紀
』
に
記
事
の
あ
る
天
平
八
年
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
の
吉
野
行
幸
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
の
よ
う
な
六
人

部
諸
人
の
関
わ
り
方
か
ら
考
え
る
と
、
彼
の
勤
務
す
る
藤
原
床
呂
の
家
政
機
関

が
吉
野
行
幸
の
用
度
の
調
達

。
分
配
に
与

っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑭
は

「長
屋
王
家
木
簡
」
と

「
二
条
大
路
木
簡
」
に
数
点
あ
る
当
時
の
物
価

を
示
す
木
簡
の
一
つ
で
、
正
倉
院
文
書
と
比
較
す
る
と
奈
良
時
代
の
物
価
上
昇

の
様
子
が
明
確
に
窺
え
る
。



荷
札
木
簡
は
ほ
ぼ
全
国
に
わ
た
る
が
、
中
で
も
参
河

。
駿
河

・
伊
豆
。安
房
・

若
狭

・
隠
岐

・
近
江
の
も
の
が
多
い
。
こ
の
う
ち
近
江
の
も
の
だ
け
は
、
Ｓ
Ｄ

五
三
〇
〇
西
端
の
み
に
集
中
し
て
お
り
、
出
土
状
況
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ

の
こ
と
は
近
江
国
の
庸
米
が
三
条
大
路
に
北
接
す
る
施
設
で
使
用
さ
れ
た
こ
と

を
示
唆
す
る
。
伊
豆
の
よ
う
に
従
来
知
ら
れ
て
い
た
数
の
三
倍
に
及
ぶ
荷
札
の

見
つ
か
っ
た
国
も
あ
り
、
荷
札
木
簡
の
点
数
は
飛
躍
的
な
増
大
を
み
た
。
⑭
と

の
、
働
と
の
、
の
と
ω
、
①
と
⑫
な
ど
の
よ
う
に
同

一
人
同

一
年
の
荷
札
が
見

つ
か
っ
た
例
も
あ
る
。
個
々
の
荷
物
の
あ
り
か
た
か
ら
、
各
国
内
で
の
徴
税
の

あ
り
方
、
国
ご
と
の
比
較
、
さ
ら
に
は
税
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
、
計
り
知
れ

な
い
ほ
ど
の
豊
か
な
考
察
材
料
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「長
屋
王
家
木
簡
」
は
個
人
の
家
政
機
関
内
の
木
簡
と
い
う
こ
れ
ま
で
に
類

例
の
な
い
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
た
が
、

コ
一条
大
路
木
簡
」
は
平
城
宮
木
簡

に
限
り
な
く
近
く
、
し
か
も
そ
れ
以
上
に
動
的
な
生
の
史
料
を
提
示
し
て
く
れ

て
い
る
。
い
ず
れ
も
ま
だ
整
理

・
解
読
の
途
上
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
重
要
な

論
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
両
木

簡
群
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
木
簡
の
飛
躍
的
増
加
が
、
木
簡
研
究
の
新
た
な

一
頁
を
開
い
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

一
一　
東
二
坊
坊
間
路
西
側
濤

東
工
坊
坊
問
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
四
六
九
九

（旧
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
二
）

（１
９
８
次
Ａ
）

①
　
。
「
飯
二
升
充
大
縣
起
万
呂
大
隅
乙
万
昌
」

。
「
　

十

月

九

日

書

吏

　

　

　

　

　

　

」

　

　

μ
卜
更

Ｐ
受

∞

冨

②
　
。
「馳
境
郡

十
六
斤

山
辺
郡

井
二
斤

式
下
郡

一
一庸

」

。
「
右
三
百
対
八
斤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

］〇∞×
（］∞）×
］　
〇∞Ｐ

③

　

「
＜
参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
口
国
　
　
　
　
　
（〕Ｓ
入
５
溢

Φ雷

〔緒
丘
刷
力
〕

①
　
。
「
＜
伊
豆
国
田
方
郡
有
参
郷
桜
田
里
□
□

×

。
「
＜
養
老
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］ё

益
援
伽
ｏお

（１
９
８
次
Ｃ
）

⑤

　

「
＜
醤
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貿ヽ
μ貿
い
Φ驚

東
二
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
一

（１
９
８
次
Ｂ
）

⑤

　

「
泉
坊
進
上
覆
盆
子

一
古

天
平
十
九
年
五
月
十
四
日
桑
原
新
万
呂
」

ドω『Ｘ
やヽ
×
ω　
Ｏ岸μ＊

①
　
。
「
＜
美
作
国
勝
田
郡
塩
湯
郷
庸
米
六
斗
　
里
□

。
「
＜
服
部
足
倍
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（〕じ
溢
買
い
Φ幣
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l10 （２
０
２
１
１
３
次
）

「
請
銭

一
貫
　
鹸
聞
聰
昨

四
Ｍ
聞
口
回
直
百
文

漆

一
升
三
合
Ｈ

同
日
日
日

日
日
日
日
一　
　
　
　
合
別
六
十
文

＝
直
六
百
文

」

「
遺
銭
対
文
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ミ
古
じ
溢
叉
ｍ
ΦＦ

「
上
番
従
八
位
上
御
立
史
足
国
」

「
上
番
従
八
位
上
御
立
史
足
国
」

「
宿
直

×

「
□

〔易
ヵ
〕

「
左
太
臣
官
交
□

〔額
〕

「
□
田
古
安
米

兵
衛

□
勲
九
等

「
＜
長
門
国
美
祢
郡

『
調
綿
壱
伯
屯

岸
μ
枷
×

ド
ω
×

∞
　

〇
岸
】

l101

（∞
ｅ
ｘ
含
じ
×
『
　
Φ
∞
ド

れ
撃

（∞
〕）
Ｘ
滓Φ
×
卜
　
Φ
ドΦ
半

ハ
？

れ
撃

Ｇ

ｅ

×

ｏ

じ

×

卜
　

ｏ
驚

天

平

十

九

年

九

月

』

＜

」

卜
岸
Φ
×

∞
Φ
×

『

　

Φ
∞
岸

⑭
　
。
「
大
倭
国
志
癸
上
郡
大
神
里
」

（軸
木
口
）

。
「
和

絢
隊
年

　
　
　
　
　
　
　
　

」
　
　
　
　
　
　
　
和
∞μｍ
×
蔵
む

ｏωド
キ

Ｓ
Ｄ
四
六
九
九

・
五
〇
二

一
出
上
の
木
簡
は
、
道
路
の
側
溝
と
い
う
遺
構
の

性
格
を
反
映
し
て
、
か
な
リ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富
む
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

年
代
的
に
も
長
屋
王
の
生
存
し
て
い
た
時
代
か
ら
そ
の
没
後
に
ま
た
が
る
。

①
は
書
吏
が
み
え
る
の
で
、
三
品
以
下
の
親
王
な
い
し
三
位
の
位
に
あ
る
者

の
家
政
機
関
の
存
在
を
窺
わ
せ
る
。
③
は
⑭
と
と
も
に
長
屋
王
生
存
中
の
も
の

と
考
え
ら
れ
、
長
屋
王
邸
内
か
ら
も
同
時
期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
幡
豆
郡
の

贄
の
荷
札
が
出
上
し
て
い
る
こ
と
が
想
起
さ
せ
ら
れ
る

（後
掲
五
ω
）。
総
じ
て

Ｓ
Ｄ
四
六
九
九
に
は
長
屋
王
の
生
存
中
な
い
し
長
屋
王
の
変
直
後
の
頃
ま
で
の

も
の
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、　
Ｓ
Ｄ
五
〇
二

一
の
木
簡
は
、

「長
屋
王
家
木
簡
」
よ
り
は

む
し
ろ

「
二
条
大
路
木
簡
」
と
の
関
連
を
考
え
さ
せ
る
内
容
の
も
の
が
多
い
。

⑨
や
⑫
に
み
え
る
番
上
官
や
⑩
の
宿
直
な
ど
は
、
Ｓ
Ｄ
五
三
〇
〇
出
土
木
簡
と

内
容
的
に
関
連
が
あ
る
。　
一
方
、
①
の
計
帳
の
軸
は
、
養
老
元
年
の
大
計
帳
式

頒
下
以
前
の
も
の
で
、
計
帳
制
度
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
論
点
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。　
一
里
分
で

一
巻
を
構
成
し
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
て

考
え
る
と
、
養
老
元
年
よ
り
前
か
ら
の
畿
内
の
計
帳
歴
名
京
進
は
ほ
ぼ
確
定
的

と
な

っ
た
。
こ
れ
が
ど
こ
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
の
か
、
⑥
⑬
の
天
平

一
九
年
の
木



衛
二
点
と
と
も
に
、
東
院
南
方
遺
跡
と
の
関
わ
り
を
含
め
て
今
後
の
議
論
の
進

展
が
期
待
さ
れ
る
。

三
一　
左
京
三
条
二
坊
八
坪

南
北
薄
Ｓ
Ｄ
四
七
五
０

（旧
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
四
）

「
御
命
宣
　
営
六
張
急
々
取
遣
仕
丁
　
」

「
二
人
　
一二
月
五
日

巳
時
四
点

廣
足
」

「
ｏ
都
郡
遣
雇
人
二
口
五
升
帳
内

一
日

一
升
受
」

〔箋
口ヵ
〕

「
ｏ
智
□
九
月
十
六
日
　
石
角
　
書
支
　
　
　
」

ドト∞×
］μ×
】　
ｏドμ

「
ｏ
牛
乳
煎
人

一
日
米
七
合
五
夕
受
稲
万
呂
」

「
ｏ
　
十
月
四
日
大
嶋
　
　
　
　
　
　
　
　
」

ド
∞
『
×
ド
∞
×
〕
　
Φ
μ
岸
■

「
障
子
作
画
師

一
人
米
二
升
　
　
　
　
」

〔半
升
己

「
障
子
作
画
師

一
口
帳
内

一
日
米
国
□
」
　

　

ドΦ巽
μ支
ω
ｏＦ

「仏
造
帳
内

一
人
米

一
升
所

一
人
米
二
　
ｏ
」

「
升
受
仕
丁
梗
麻
昌
八
月
十
日

調
功
呂
　
ｏ

」
】
い×
］∞
×
卜
Φμド
ー

新
羅
人

一
口
一
升
　
受
持
万
昌
ｏ
」

七

月

井

日

　

甥

万

呂

　

　

　

ｏ

」

　

　

（
語

Ｘ

ド
巽

∞

Φ
‘

14)

名
災
焼
処
打
蒔
分
米

一
升
受
　
　
　
　
ｏ
」

。「妊生酸
肪
綿
業一政
秋鮒
米
一升
受
赤
ｏ」

〔升
力
〕

。
「
ｏ
柱
立
所
祭
米
半
□

。
「
ｏ
　
八
月
九
日
嶋

］
Ｏ
μ
×

∞
ω
×

卜

　

Ｏ
μ
岸

〔余
慶
造

始
己

⑨
　
。
「
ｏ
□
□
□
国
人
功
給
遣
銭
百
十
二
文
　
別
移
務
所
下
総
＝

QOl
ヘ
ツ

ｈ
撃⑫

μ
ト
ド
×

中
『
×

ド
　

Φ
μ
岸

（ドドト）
×
ド伽
×
］
　
〇
ド〇

＝
税
司
田
辺
　
　
　
　
　
　
　
」三

百
常
馬
司
給

。
「
ｏ
史
□
□
進
布
五
百
常
之
中
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

五
十
常
門
部
王
宮
給

三
百
五
十
常
処
々
田
苅

＝
人
功
充
給

酬
厳
細
船
価
百
嶋

　
」
　
　
　
　
　
卜∞貿
器
溢

ｏｒ

名
銭

一
貫

　

　

　

　

　

　

」

。
「

翻
畝
襲
歓
知

床
呂

右
一
一人
検
校

」
　
　
　
　
　
μｏｏ×
�∞
×
ω
Φ５

。
「
＜
足
庭
郡
足
ｘ

。
「
＜

一
石
北
官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｓ
溢
支
∞
⇔雷

。
「
＜
北
宮
口
□
　
　
＜
」

。
「
＜
　
阿
知
贄
五
斗
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ⇔巽
〕賀
∞
ｏ曽
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⑬

　

「
＜
北
官
御
物
俵
余
戸
里
五
保
」
　
　
　
　
　
〕μ賀
中更
ヽ
Φ鵠

⑭
　
。
「
＜
余
戸
里
俵

一
石
漢
人
小
祢
」

〔之
≧

。
「
＜
北
宮
□
物
七
月
十
三
日
　
」
　
　
　
　
　
Ｐ∞受
］貿
∞
ｏ∞Υ

「長
屋
王
家
木
簡
」
は
基
本
的
に
は
個
人
の
家
政
機
関
内
部
の
木
簡
群
で
あ

り
、
そ
の
枠
組
は

一
九
八
八
年
出
上
の
も
の
で
ほ
ぼ
定
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
が
、
邸
内
の
機
構
や
そ
こ
に
働
く
人
々
を
始
め
家
政
機
関
内
の
様

子
は
今
後
の
整
理
の
進
展
に
伴

っ
て
さ
ら
に
鮮
明
に
な
っ
て
ゆ
く
と
思
わ
れ
る
。

ω
の
御
命
は
廣
足
が
署
す
こ
と
か
ら
み
て
、
吉
備
内
親
王
の
命
令
と
み
ら
れ

る
。
②
は
氷
室
の
存
在
の
明
ら
か
に
な

っ
た
都
那
の
庄
地
の
直
接
経
営
を
示
す
。

①
は
長
屋
王
邸
で
の
牛
乳
の
利
用
を
示
す
二
点
め
の
史
料
で
、
今
回
の
も
の
は

煮
つ
め
て
食
に
供
し
て
い
る
。
①
の
障
子
作
画
師
、
⑤
の
仏
造
帳
内
は
と
も
に

初
見
。
邸
内
の
荘
厳
に
携
わ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
⑥
は

『
懐
風
藻
』
に
み
え
る

新
羅
使

へ
の
騨
宴
を
思
わ
せ
る
。
⑦
の
炭
焼
処
、
①
の
柱
立
所
も
初
見
。
⑨
は

下
総
税
司
の
も
た
ら
し
た
布
の
配
分
を
示
す
興
味
深
い
史
料
。
⑩
は
さ
し
銭
の

付
札
か
。
今
回
の
調
査
で
は
Ｏ
⑬
の
よ
う
な
北
官
宛
の
荷
札
が
比
較
的
ま
と
ま

っ
て
出
土
し
て
お
り
、
宮
跡
庭
園
出
上
の
北
官
木
簡
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。

発
掘
地
が
北
官
と
も
呼
ば
れ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

四
　
左
京
二
条
二
坊
五
坪

土
坑
Ｓ
Ｘ
五
囲
七
三

ω

　

同
Ｈ
Ｈ
国
人
米

一
升
五
□

×

一日日日日日日日日日日日日日‐十日一　一日日‐‐日日日日日日日日日日日‐十一　　　　　　　　　　　　　　　　（ドΦ時）
）〈（］『）
彰〈］　　Φ∞μ

五
　
左
京
三
条
二
坊

一
坪

土
坑
Ｓ
Ｋ
五
〇
七
四

（旧
Ｓ
Ｋ
一
六
三
）

①

　

「
＜
参
河
国
播
豆
郡
析
鳴
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
六
斤
」

や
⇔
∞
×
〕
『
×
∞
　
〇
∞
］

②
　
・
□
□
□
納
六
□
斤
小
　
神
亀
五
年
六
月
＜
」

。
十
斤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
」

０
こ

溢
貿
∞
⇔８

井
戸
Ｓ
Ｅ
五
一
三
五

（旧
Ｓ
Ｅ
一
二
六
）

０

　

「
＜
英
多
郡
吉
野
郷
黒
蔦
十
斤
」
　
　
　
　
　
Ｎ〕叉
〕父
〕
Φ驚

井
戸
Ｓ
Ｅ
五
一
四
０

（旧
Ｓ
Ｅ
一
三
二
）

⑭
　
。
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